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１８
年
度
の
委
員
会
は

議
長
を
除
き
議
席
番
号

奇
数
番
の
議
員
が
議
長

よ
り
指
名
を
受
け
１３
名

で
構
成
。
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予
算
特
別
委
員
会

　去る3月9日、14日、15日、16日、17日、

20日、22日、23日、の8日間をかけて付託

された一般会計予算、特別会計予算合わせ

て13議案を所管部門より詳細な説明を受け、

慎重な審査・審議を行いました。3月27日、

審査総括の後、本会議で採決となり、結果

は賛成多数で可決されました。以下、審査

内容の概要を報告いたします。

■
企
画
部

◎
市
民
局
と
本
庁
の
役
割
分
担
に

つ
い
て

　
本
庁
が
す
べ
て
を
抱
え
込
む
組

織
体
質
で
は
将
来
展
望
が
拓
け
ぬ

の
で
は
な
い
か
。
合
併
理
念
、
 

構
想
を
踏
ま
え
市
民
局
の
権
限
、
 

位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
執
行
す

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

◎
国
民
体
育
大
会
に
つ
い
て

　
施
設
費
は
全
額
国
県
負
担
だ
が

運
営
費
は
国
県
の
負
担
は
２
分
の

１
〜
３
分
の
２
。

◎
そ
の
他
、
行
政
改
革
大
網
、
 

総
合
計
画
、
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
査
、
 

審
議
を
行
っ
た
。

■
総
務
部

◎
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方

交
付
税
と
税
源
移
譲
。
 

◎
市
民
局
ご
と
の
入
札
、
現
在
の

３，
０
０
０
万
円
程
度
の
市
民
局

管
内
業
者
の
み
の
入
札
参
加
制
度

を
１，
０
０
０
万
円
超
え
を
全
市

業
者
に
拡
大
す
る
。
 

◎
税
の
滞
納
は
旧
町
域
別
に
見
る

と
山
崎

７７
％
、一
宮

１５
％
、波
賀
、
 

千
種
各
４
％
の
比
率
。

◎
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
調
査
設
計
監
理
業
務
委
託
料
の

計
上
が
あ
っ
た
が
本
庁
舎
の
組
織
、
 

機
構
、
職
員
数
を
十
分
に
検
討
し

市
の
将
来
像
、
財
政
状
況
に
も
配

慮
す
べ
き
で
あ
り
、
市
民
の
合
意

形
成
の
あ
り
方
な
ど
諸
々
の
意
見

が
で
た
。

　
別
途
付
帯
決
議
を
全
員
一
致
で

可
決
し
た
。

 ■
福
祉
部

◎
ま
ち
ぐ
る
み
健
診
に
つ
い
て

　
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
予
防
教

育
の
強
化
、
再
診
率

１００
％
を
目
標

と
し
た
い
。
全
体
の
受
診
率
向
上

を
図
っ
て
い
く
。
 

◎
国
保
税
滞
納
に
つ
い
て

　
国
保
税
収
納
率
は

９４．
５７
％
で
あ

り
税
引
き
上
げ
に
よ
り
収
納
率
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

◎
介
護
保
険
料
の
統
一
引
き
上
げ

に
つ
い
て

　
今
後
３
カ
年
の
第
３
期
事
業
計

画
に
お
け
る
給
付
費
の
伸
び
や
事

業
費
の
積
算
に
基
づ
く
引
き
上
げ

の
説
明
に
対
し
保
険
料
引
き
上
げ

率
が
過
大
な
ど
多
々
の
意
見
が
で

た
。

■
産
業
部

◎
観
光
協
会
に
つ
い
て

　
市
の
協
会
設
立
に
向
け
て
旧
町

助
成
金
を
一
本
化
し
た
が
予
算
額

は
減
額
で
あ
る
。
 

◎
道
の
駅
な
ど
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
と
の
協
定
は
指
定

者
で
あ
る
市
長
が
指
定
を
受
け
る

団
体
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
の
不

合
理
性
に
審
査
が
及
び
早
急
な
改

善
を
求
め
る
意
見
が
多
数
で
た
。

■
土
木
部

◎
市
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て

　
加
生
に
平
成

１８
年
度
に
８
戸
建
て
、

１９
年
度
に
６
戸
で
建
設
計
画
は
完

了
予
定
。

◎
今
冬
の
除
雪
に
つ
い
て
各
地
よ

り
感
謝
の
言
葉
が
多
く
あ
っ
た
。

 ■
水
道
局

◎
高
料
金
引
き
下
げ
の
為
、
経
営

の
あ
り
方
を
含
め
諸
々
の
努
力
を

払
う
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
 

水
道
施
設
の
保
全
に
高
技
術
、
 

有
資
格
を
求
め
ら
れ
る
分
野
に
は

対
処
で
き
る
職
員
が
少
な
く
波
賀

町
域
施
設
の
外
部
委
託
に
決
め
た

事
情
の
報
告
が
あ
っ
た
。

■
消
防
本
部

◎
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
設

置
に
つ
い
て

　
通
報
を
耳
で
聞
く
差
と
目
で
確

認
す
る
差
は
大
き
く
、
迅
速
確
実

な
火
災
・
救
急
出
動
に
効
果
が
大

き
い
と
説
明
が
あ
り
、
十
分
な
活

用
を
望
む
意
見
が
で
た
。

■
会
計
課

◎
基
金
の
預
託
は
指
定
金
融
機
関

に
と
ら
わ
れ
ず
有
利
な
方
策
を
採

る
こ
と
、
他
の
金
融
機
関
へ
の
配

慮
を
要
望
す
る
。

 ■
教
育
委
員
会

◎
預
か
り
保
育
に
つ
い
て

　
学
童
保
育
、
幼
稚
園
、
保
育
所

な
ど
の
意
向
調
査
は
個
別
に
対
応

し
ニ
ー
ズ
や
目
的
に
即
応
し
た
考

え
方
で
臨
ん
で
い
く
。
 

◎
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
と
活
用
に
つ
い

て　
１８
年
度
か
ら
毎
年
１
名
ず
つ
増

員
し
、
中
学
校
区
ご
と
に
１
名
配

置
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

英
語
検
定
受
験
を
促
進
す
る
対
策

要
望
が
出
さ
れ
た
。
 

■
公
立
宍
粟
総
合
病
院

◎
医
師
不
足
に
つ
い
て

　
法
定
医
師
数
は

２５
人
に
対
し

２３

人
で
対
処
し
て
お
り
内
科
３
診
を

２
診
な
ど
の
対
応
と
な
り
看
護
師

も
再
募
集
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

赤
字
経
営
で
あ
っ
て
も
地
域
医
療

の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
責
務
が
あ
る
と
し
て
更
な
る

経
営
努
力
へ
の
提
言
や
意
見
が
出

さ
れ
た
。

平成18年度宍粟市一般会計予算に関する
付帯決議
　当初予算に計上された庁舎建設費の執行にあたっ

ては、新市総合計画・財政計画等に基づく宍粟市の

将来シミュレーションを見据えた上で具体化作業を

進めるべきである。なお、市民の合意形成を図ると

ともに、議会に設置した「新庁舎に関する調査特別

委員会」と十分なる協議を図られたい。
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